
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

県
身
連
の
平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
が
、
理
事
会

並
び
に
評
議
員
会
で
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
予
算

額
は
、
六
千
五
百
三
十
四
万
六
千

円
で
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と

四
百
二
十
一
万
二
千
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由

は
、
神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加

推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
委
託
費

及
び
神
奈
川
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
委
託
費
の
大
幅
な
削
減
に

よ
る
も
の
で
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
の
県
身
連

は
、
県
域
障
害
者
団
体
と
し
て
、

障
害
者
に
対
す
る
差
別
や
合
理
的

配
慮
に
関
す
る
理
解
を
促
進
し
て

い
く
た
め
、
県
及
び
関
係
機
関
に
、

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
等

と
機
会
あ
る
ご
と
に
働
き
か
け
て

行
く
と
と
も
に
、
障
害
者
の
自
立
・

社
会
参
加
推
進
事
業
の
一
層
充
実

を
図
り
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
の
方
針
の

も
と
に
進
め
ま
す
。 

  神奈川県身体障害者連合会会報 

 

 

発 行 (公財)神奈川県身体障害者連合会 

     会 長 戸井田 愛 子 

     〒221-0844 

   横浜市神奈川区沢渡4-2 

   電話 045-311-8736 FAX 045-316-6860 

編 集 ｢身障かながわ｣編集委員会 

      編集委員長 新 井 修 身 

印 刷 内村印刷株式会社 

□平成27年度事業計画並びに収支予算決まる…………① 
□神奈川県手話言語条例が制定・施行されました……② 
□創造都市いせはら（伊勢原市）………………………③ 
□NPO法人相模原市難聴者協会｢土の会｣の紹介(相模原市)…③ 
□肢体部会社会見学のご案内……………………………④ 
□身体障害者富士登山案内………………………………④ 

□県障害者スポーツ大会開幕……………………………④ 
□さんぽみち（横須賀市）………………………………⑤ 
□みんなの広場（藤沢市）………………………………⑤ 
□車椅子使用者（肢体）の視点…………………………⑥ 
□県身連事業予定（４月～７月）………………………⑥ 
□編集室から………………………………………………⑥ 

 

                    

一
．
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
さ

ら
な
る
効
率
化
を
図
り
、
公
益
目

的
事
業
を
行
う
。 

二
．
災
害
時
の
障
害
者
へ
の
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る
よ
う
関
係
機 

関
へ
働
き
か
け
を
行
う
。 

三
．
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
に
向
け
た
事
業
の
充

実
を
図
る
。 

ま
た
、
売
店
運
営
に
つ
い
て
は
、 

 

                   

経
費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら
当
連 

合
会
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
本
年
度
予
算
の
的 

確
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図
り
、

会
員
各
位
の
自
主
的
、
積
極
的
な

参
加
の
も
と
に
法
人
の
目
的
達
成

に
努
め
る
。 

 

平成27年度神奈川県身体障害者連合会事業予算 

№ 事 業 科 目 本年度予算 増 減 

1 管 理 費 500,000 0 

2 人 件 費 1,440,000 0 

3 会 議 費 225,000 ▲20,000 

4 負 担 金 165,000 0 

5 雑   費 50,000 0 

6 管 理 諸 費 700,000 ▲150,000 

7 地域団体組織強化費 60,000 ▲20,000 

8 広報活動費 1,140,000 0 

9 身体障害者福祉推進活動費 60,000 ▲10,000 

10 部会活動費 1,170,000 0 

11 日身連大会等参加費 472,000 18,000 

12 相談事業費 50,000 ▲10,000 

13 体育振興費 230,000 0 

14 福祉大会費 1,150,000 0 

15 社会参加推進センター事業運営費 12,595,000 ▲1,400,000 

16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 30,640,000 ▲1,020,000 

17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 0 

18 県障害者スポーツ大会開催費 2,404,000 0 

19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 7,100,000 ▲100,000 

20 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0 

合   計 65,346,000 ▲2,712,000 

 

(1) 第130号      身 障 か な が わ       平 成 27年 4月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

     
 

 
 

(2) 第130号        身 障 か な が わ      平成 27年 4月 15日 

 県民の手話に対する理解を深め、手話を利用しやすい環境を整備していくことが必要であると

考え、手話の普及等に関する施策を推進するための条例が、平成26年12月25日の神奈川県議会

において可決・成立しました。条例の制定理由及び内容は、次のとおりです。 

 
１ 条例制定の理由 

  我が国では、手話が言語であることを障害者基本法において明らかにしたものの、いまだ手話に対する
理解が浸透しているとは言えない状況にあることから、手話に対する県民の理解を深め、これを広く普及
していく必要がある。 

  そこで、ろう者とろう者以外の者が、互いの人権を尊重して意思疎通を行いながら共生することのでき
る地域社会を実現するため、条例において、手話の普及等に関する基本理念を定め、県の責務や県民、事
業者の役割を明らかにするとともに、手話等の普及に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図ろうとす
るものである。 

 

２ 条例の概要 

(1)目的 

  この条例は、手話がろう者の意思疎通及び情報の取得又は利用のための手段としての言語であるとの認
識に基づき、手話の普及等(※)に関し基本理念を定め、県の責務や県民及び事業者の役割を明らかにする
とともに、手話の普及等に関する施策の総合的かつ計画的な推進に必要な基本的事項を定め、もってろう
者とろう者以外の者が共生することのできる地域社会を実現することを目的とする。 

  (※)「手話の普及等」とは、手話の普及、手話に関する教育及び学習の振興、その他の手話を使用しや
すい環境を整備することをいう。 

(2)基本理念 

  手話の普及等は、ろう者とろう者以外の者が相互に、その人格と個性を尊重し合いながら共生すること
のできる地域社会の実現のために、意思疎通や情報の取得又は利用の手段として必要な言語であることを
県民の理解の下に、推進されなければならない。 

(3)県の責務等 

 ｱ 県は、社会的障壁の除去に関する必要かつ合理的な配慮を行い、手話を使用する者の協力を得て、手話
の普及等を推進するものとする。 

 ｲ 県は、手話の普及等に関する施策の推進に当たっては、市町村と連携・協力に努めるものとする。 

(4)県民、事業者の役割 

 ｱ 県民は、手話に対する理解を深めるよう努めるものとする。 
 ｲ 手話を使用する者は、県が実施する手話の普及等に関する施策に協力し、手話の普及に努めるものとす

る。 
 ｳ 事業者は、ろう者に対しサービスを提供するとき、又はろう者を雇用するときは、手話の使用に関して

配慮するよう努めるものとする。 

(5)手話推進計画 

 ｱ 県は、手話の普及等に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、手話推進計画を策定し、実施
しなければならない。 

 ｲ 県は、手話推進計画の策定又は変更するときは、県民の意見を聴き、反映するように、必要な措置を講
ずるものとする。 

(6)財政上の措置 

  県は、手話の普及等に関する施策を推進するために必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。 

(7)施行期日 

  施行期日は、平成27年4月1日とする。 
 
                 神奈川県手話言語条例（神奈川県ホームページ） 

 http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f531791/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議
会
と
名
称
を
変
え
て
、
平
成
二
十

六
年
度
よ
り
協
議
会
の
中
に
当
事
者

部
会
を
新
た
に
組
み
入
れ
て
い
た
だ 

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
当
事
者
の
取

り
組
み
内
容
は
、 

◎
当
事
者
の
体
験
発
表
会
・
就
労
支

援
・
成
年
後
見 

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検
及
び
障
害
計

画
策
定
・
意
見
を
ま
と
め
て
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
事
。 

市
に
お
願
い
し
て
各
事
業
を
円
滑
に

進
め
て
ほ
し
い
で
す
。 

さ
て
、
協
同
病
院
が
綺
麗
に
な
っ

た
事
は
良
い
け
れ
ど
、
病
院
内
に
入

る
と
通
路
は
狭
い
、
ト
イ
レ
の
数
少

な
く
、
待
ち
時
間
が
長
い
、
駐
車
場

が
遠
い
等
問
題
が
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
街
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
後
、
高
齢
者
・
障
害
を
持
つ
私

達
の
生
活
・
年
金
・
医
療
・
介
護
な

ど
安
定
し
た
生
活
を
市
に
託
す
形
に

な
り
ま
す
。
私
達
の
協
会
も
将
来
を

見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
自
覚
し
、

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
で
共
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に
専

念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
幸
福
の
基

準
は
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
ま
す
が
、
多

く
の
人
が
こ
こ
に
住
み
良
か
っ
た
と

感
じ
る
街
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
行
事
も
多
く
な
り
忙
し
く

な
り
ま
す
が
、
前
向
き
な
気
持
ち
で

活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

創
造
都
市
い
せ
は
ら 

 

 

伊
勢
原
市 

米
山

よ
ね
や
ま 

昇
の
ぼ
る 

 

伊
勢
原
市
は
、
第
五
次
総
合
計

画
・
福
祉
計
画
（
素
案
）
に
従
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
市
の
策
定
に
「
誰

も
が
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」

を
め
ざ
す
と
語
る
市
長
は
、
現
在
、

伊
勢
原
市
内
に
は
三
本
の
広
域
幹
線

道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
東
名

高
速
道
路
が
三
十
年
に
伊
勢
原
Ｉ
Ｃ 

ま
で
の
開
通
を
目
指
し
、
二
四 

六
バ
イ
パ
ス
・
圏
央
道
と
連
結 

等
工
事
が
進
み
、
今
年
に
は
、 

圏
央
道
が
開
通
で
す
。
東
京
オ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ 

ク
ま
で
に
開
通
し
た
い
と
説
明 

が
あ
り
、
ま
た
、
大
山
・
日
向 

薬
師
を
一
緒
に
観
光
し
て
い
き 

た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉

に
か
け
る
情
熱
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
更
に
高
齢
者
社
会
に
な
り
ま
す
。

そ
の
対
応
に
は
人
権
の
尊
重
・
社
会

で
対
等
に
暮
ら
せ
る
事
・
〔
思
い
や

り
〕
を
持
ち
、
現
実
を
見
て
、
よ
り

良
い
市
政
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

さ
て
、
伊
勢
原
市
で 

は
自
立
支
援
協
議
会
か 

ら
伊
勢
原
市
障
が
い
者 

と
く
ら
し
を
考
え
る
協 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
相
模
原
市
難
聴
者
協
会 

『
土
の
会
』
の
紹
介 

相
模
原
市 

土
屋

つ

ち

や 

和
代

か

ず

よ 

相
模
原
市
難
聴
者
協
会
・
土
の
会

で
は
、
中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
に
要

約
筆
記
を
付
け
た
手
話
勉
強
会
を
毎

週
土
曜
日
二
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。 

相
模
原
市
内
に
は
健
聴
者
向
け
の
手

話
サ
ー
ク
ル
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

難
聴
者
向
け
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
土
の
会
」
で
は
、
難
聴
者
が
社
会

参
加
で
き
る
よ
う
に
、
仲
間
同
士
で

情
報
交
換
を
し
た
り
、
励
ま
し
あ
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。 

突
然
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
の
救

済
対
策
と
し
て
、
県
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
室
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
相
模
原
市
民
は
藤
沢
に
あ
る
神

奈
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
手
話
教
室
、
読
話
教
室
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
相

模
原
市
は
政
令
化
に
伴
い
、
近
隣
の

町
村
と
合
併
し
た
た
め
広
域
に
な
り
、

相
模
湖
近
く
の
人
が
藤
沢
ま
で
通
う

の
は
か
な
り
の
時
間
と
労
力
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
交
通
費
も
ば
か
に
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

相
模
原
市
内
に
県
で
開
催
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
た
ら
…
と
。 

 

平
成
二
十
二
年
に
弊
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

化
し
、
翌
年
に
は
相
模
原
市
市
民
・

行
政
協
働
運
営
型
市
民
フ
ァ
ン
ド「
ゆ

め
の
芽
」
事
業
の
助
成
金
を
頂
き
、

初
年
度
は
年
八
回(

現
在
は
十
回)

、

手
話
通
訳
士
の
指
導
に
よ
る
手
話
講

習
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
「
ゆ
め
の
芽
」
事
業
の

助
成
を
四
年
間
受
け
、
そ
の
実
績
で
、

今
年
か
ら
市
と
の
協
働
事
業
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の
開
催
が
実
現

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
途
失
聴
・

難
聴
者
に
日
常
生
活
に
必
要
な
手
話

の
基
礎
指
導
と
、
同
障
同
士
ふ
れ
あ

う
事
で
、
み
ず
か
ら
の
障
害
の
受
容

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
そ

の
他
に
、
家
族
同
士
の
交
流
会
や
サ

ポ
ー
ト
団
体
と
の
交
流
会
も
企
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
十
七
年
度
以

降
は
読
話
教
室
も
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

聴
覚
障
害
者
は
外
観
で
は
障
害
が

分
か
ら
な
い
の
と
、
個
人
情
報
の
壁

が
あ
り
仲
間
を
探
す
の
は
か
な
り
難

し
い
で
す
。
こ
の
事
業
は
市
広
報
に

案
内
を
掲
載
で
き
る
の
で
、
市
内
難

聴
者
に
こ
の
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が 

可
能
に
な
り
、
期
待
す 

る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

(3) 第130号         身 障 か な が わ         平成 27年 4月 15日 

市町村のページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

     
  

身
体
障
害
者
富
士
登
山 

 

平
成
二
十
七
年
度
の
富
士
登
山

は
、
七
月
十
六
日
（
木
）
に
例
年
通

り
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
富
士
登

山
も
参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

県
内
の
配
車
場
所
も
ご
希
望
に
添
え

ず
、
昨
年
は
参
加
を
辞
退
す
る
団
体

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
参
加
者

の
減
少
に
伴
い
バ
ス
を
五
台
か
ら
四

台
に
減
ら
し
て
運
行
し
て
い
る
た
め
、

全
市
町
村
を
回
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
た
た
め
で
す
。
出
来
る
限
り
ご
希

望
に
添
え
る
よ
う
計
画
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
申
込

等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

期
日 

七
月
十
六
日
（
木
） 

場
所 

富
士
山
五
合
目
～
七
合
目 

申
込
方
法 

お
住
ま
い
の
各
市
町
村

身
体
障
害
者
団
体
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。 

申
込
締
切 

六
月
十
二
日
（
金
） 

参
加
費 

一
人 

三
，
〇
〇
〇
円 

※
乗
車
場
所
に
つ
い
て
は
、 

参
加
申
込
締
切
後
、
申
込 

状
況
を
考
慮
し
て
決
定
い 

た
し
ま
す
。 

 

 

    第
九
回
神
奈
川
県 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
幕 

 

平
成
二
十
七
年
度
の
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
四
月
五
日
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
を

皮
切
り
に
開
幕
し
、
四
月
の
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
五
月
の
陸
上
、
七

月
の
水
泳
・
卓
球
競
技
会
と
続
き
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
十
月
に
和
歌
山

県
で
開
催
さ
れ
る
第
十
五
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
派
遣
選
手

候
補
者
の
選
考
を
兼
ね
た
県
内
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
。 

 

五
月
の
陸
上
競
技
会
ま
で
の
申
込

み
は
締
切
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

水
泳
・
卓
球
競
技
会
に
は
間
に
合
い

ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
水
泳
競
技
会 

 

期
日 

七
月
五
日
（
日
） 

 

会
場 

さ
が
み
は
ら
グ
リ
ー
ン
プ
ー
ル 

 

申
込 

五
月
二
十
五
日(

月)

ま
で 

●
卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技
会 

 

期
日 

七
月
十
二
日
（
日
） 

 

会
場 

寒
川
総
合
体
育
館 

 

申
込 

六
月
一
日
（
月
）
ま
で 
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事業案内・報告 

期 日：平成２７年 ６月 ８日（月）～ ９日（火）《１泊２日》 
 
 

 
 
 
 
 
旅行代金：２５，０００円 

 申  込：各市町村身体障害者団体へご連絡ください。 

申込締切：５月１５日（金） 

宿泊施設：焼津黒潮温泉 グランドホテル 

 

※なお、バスの乗車場所等詳細は、参加申込締切後に 

決定いたします。 

詳しくは各市町村身障団体へお問い合わせください。 

〈１日目〉各地⇒海老名SA又は足柄SAにて休憩 ⇒ 清水（昼食）⇒ 清水港ベイクルー 
ズ（遊覧船乗船） ⇒ 焼津温泉（泊） 

〈２日目〉焼津温泉 ⇒ ディスカバリーパーク天文科学館（銀河の物語・プラネタリウ 
  ム見学） ⇒ 由比（名物さくらえび膳の昼食）富士を望む人気の道の駅・富士川楽 

座（お買物）⇒ 東名高速 ⇒ 足柄SA又は海老名SAにて休憩 ⇒各地 
⇒各地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③
約
百
三
十
種
三
万
本
の
ハ
ー
ブ
を
一

堂
に
集
め
た
関
東
エ
リ
ア
有
数
の
ハ
ー
ブ

園
で
す
。 

④
高
台
に
あ
る
芝
生
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
す
。 

⑤
自
然
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
樹
木
園
で

す
。 

⑥
名
物
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
お
土
産
を
販
売
し
て
い
る
売
店
で
す
。 

⑦
久
里
浜
の
新
鮮
な
海
の
幸
を
使
っ
た

和
食
料
理
が
召
し
上
が
れ
ま
す
。 

⑧
全
長
四
十
五
ｍ
の
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

や
大
型
遊
具
で
遊
べ
る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広

場
で
す
。 

⑨
蒸
気
機
関
車
型
の
バ
ス
、
フ
ラ
ワ
ー
ト

レ
イ
ン
が
運
行
し
て
い
ま
す
。 

⑩
春
に
は
ポ
ピ
ー
が
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス

が
百
万
本
咲
き
誇
る
花
畑
で
す
。 

⑪
都
道
府
県
を
代
表
す
る
郷
土
の
木
々

を
一
堂
に
集
め
た
「
ミ
ニ
故
郷
」
で
す
。 

⑫
日
本
の
代
表
的
な
花
と
し
て
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
た
つ
ば
き
。
冬
に
は
約
二

百
種
三
百
本
も
の
つ
ば
き
が
色
と
り
ど
り

に
咲
き
誇
り
ま
す
。 

⑬
緑
に
囲
ま
れ
た
場
内
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ボ
ー
ル
と
ウ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
を
使
っ
て
、

変
化
に
富
ん
だ
十
八
ホ
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

⑭
本
格
的
な
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
と
、
レ
ー

ザ
ー
ビ
ー
ム
も
楽
し
め
る
エ
ア
ラ
イ
フ
ル

場
で
す
。 

散
歩
の
帰
り
は
横
須
賀
港
の
軍
港
め

ぐ
り
、
お
土
産
に
海
軍
カ
レ
ー
を
買
っ
て

帰
り
、
家
族
皆
様
で
食
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
花
と
軍
港
め
ぐ
り
の
思
い
出
づ
く
り

に
、
ぜ
ひ
横
須
賀
へ
お
出
か
け
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
花
と
軍
港
め
ぐ
り 

 

横
須
賀
市 

野
地

の

じ 

武
司

た

け

し 
 

横
須
賀
市
に
は
、「
く
り
は
ま 

花
の
国
」、

「
田
浦 

梅
の
里 
田
浦
梅
林
」
、
「
太
田
和 

つ
つ
じ
の
丘
」
の
三
つ
の
緑
地
公
園
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
く
り
は
ま
「
花
の
国
」

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ポ
ピ
ー
、
コ
ス
モ

ス
の
ま
つ
り
時
期
に
来
園
す
れ
ば
、
花
い

っ
ぱ
い
の
中
、
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。 

①
海
を
眺
め
な
が
ら
お
食
事
が
で
き
る
カ

フ
ェ
オ
リ
ー
ブ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
ロ
ス
マ
リ

ネ
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

②
ハ
ー
ブ
体
験
教
室
や
自
然
体
験
教
室

な
ど
、
各
種
教
室
の
会
場
で
す
。 

 

  

第
一
歩  

藤
沢
市 

種
田

た

ね

だ

多
化
子

た

か

こ 

今
、
障
が
い
者
の
ひ
と
り
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
先
天
的
に
障

が
い
を
か
か
え
て
生
ま
れ
た
わ
け
で

も
な
く
、
ま
た
自
分
が
障
が
い
者
に

な
る
と
は
全
く
思
わ
ず
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
子
育
て
の
忙
し
い
あ
る
日

右
足
に
痛
み
を
感
じ
ま
し
た
。
ど
う

し
た
の
か
と
普
段
は
何
も
気
に
し
て

い
な
い
右
足
を
見
る
と
赤
く
腫
れ
て

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
急
い
で

整
形
外
科
に
行
き
診
て
も
ら
う
と
骨

の
細
胞
が
変
形
し
て
大
き
く
腫
れ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
治
療
が
始
ま
り
、
検
査
・
手
術
・

リ
ハ
ビ
リ
と
き
つ
い
日
々
が
続
き
、

さ
ら
に
再
発
、
再
発
、
再
発
と
続
き
、

右
足
を
膝
の
上
で
切
断
す
る
し
か
な

く
、
生
と
死
を
見
つ
め
る
日
々
で
し

た
。
病
気
と
向
き
合
う
毎
日
で
し
た

が
、
病
気
が
よ
く
な
れ
ば
次
へ
進
め

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
が
、
病
気

は
完
全
に
よ
く
な
る
こ
と
は
な
く
何

も
し
な
い
で
と
ど
ま
っ
て
い
て
も
何

も
楽
し
く
な
い
。
体
力
も
落
ち
、
一

日
外
出
す
る
と
次
の
日
は
昼
寝
し
な

い
と
い
け
な
い
ぐ
ら
い
に
弱
っ
て
い 

 

              

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
体
を
鍛
え
て
毎

日
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
藤
沢
市
の

太
陽
の
家
体
育
館
に
勇
気
を
出
し
て

電
話
し
、「
一
度
来
て
み
て
下
さ
い
。
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
声
を
た
よ
り

に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
み
ん

な
の
広
場
」
に
出
た
第
一
歩
で
し
た
。

そ
の
あ
と
は
や
さ
し
く
声
を
か
け
て

下
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
、
ス
ポ

ー
ツ
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
障
が

い
福
祉
の
団
体
活
動
に
、 

そ
し
て
、
地
域
の
町
づ 

く
り
に
も
関
わ
っ
て
活 

動
し
て
い
ま
す
。 

 

(5) 第130号        身 障 か な が わ       平成 27年 4月 15日 

み
ん
な
の
広
場 

 

さ
ん
ぽ
み
ち 



 

 

 

 

 

 

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
（
一
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）

の
所
で
は
前
輪
を
あ
げ
て
い
た
り
し
ま

す
。
あ
と
こ
れ
は
両
足
膝
関
節
あ
た
り
で

切
断
し
て
い
る
人
の
場
合
（
自
分
だ
っ
た

り
し
ま
す
。）
少
し
の
段
差
で
車
椅
子
が

突
っ
か
か
っ
た
場
合
、
そ
の
反
動
で
車
椅

子
か
ら
放
り
出
さ
れ
る
（
座
面
か
ら
ス
ラ

イ
ド
し
て
そ
の
ま
ま
落
ち
る
）
よ
う
な
と

き
も
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
公
共
交
通
機
関

が
利
用
し
づ
ら
か
っ
た
り
も
し
ま
す
。 

電
車
で
何
処
か
に
行
こ
う
と
す
る
時
、

乗
り
換
え
場
所
と
最
終
降
車
駅
を
伝
え

な
い
と
電
車
に
乗
れ
な
か
っ
た
り
し
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
で
一
度
も
利
用
し
た

こ
と
が
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
路
線
バ

ス
が
い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
路
線
バ
ス

に
乗
ろ
う
と
思
う
な
ら
バ
ス
会
社
に
ど
の

路
線
の
バ
ス
停
で
乗
っ
て
ど
こ
の
バ
ス
停

で
降
り
る
か
連
絡
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
あ
と
は
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

の
車
内
構
造
が
ど
う
い
う
風
に
な
っ
て
い

る
の
か
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
利
用
す
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

 

   

車
椅
子
使
用
者(

肢
体)

の
視
点 

 
藤
沢
市 

鈴
木

す

ず

き 
 

友 と
も 

 

一
概
に
車
椅
子
と
い
っ
て
も
大
き
く
分

け
て
三
種
類
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
介
助
用

車
椅
子
、
自
走
用
車
椅
子
あ
と
電
動
車
椅

子
で
す
。 

私
の
場
合
は
自
走
用
車
椅
子
な
の
で

す
が
、
用
途
的
に
は
本
人
が
操
作
を
し
て

移
動
す
る
タ
イ
プ
で
す
。
利
点
と
し
て
は

本
人
の
能
力
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
〇
セ

ン
チ
の
段
差
ぐ
ら
い
な
ら
上
っ
た
り
降
り

た
り
で
き
る
人
も
い
ま
す
。 

車
椅
子
で
街
に
出
て
行
く
の
は
意
外

と
大
変
で
す
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
大
変
か

と
い
う
と
道
を
進
む
だ
け
で
も
こ
ぐ
の
は

片
方
の
タ
イ
ヤ
だ
け
だ
っ
た
り
し
ま
す
し
、 

 

こ
う
い
う
風
に
不
便
な
こ
と
を
書
き
連

ね
て
い
く
と
車
椅
子
の
方
は
ど
う
い
う
風

に
行
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。 

行
動
し
て
い
る
方
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て

は
二
通
り
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
介
助

者
を
連
れ
て
い
る
方
と
車
椅
子
利
用
者
本

人
が
運
転
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
後
者
の

車
椅
子
利
用
者
の
方
が
車
で
何
処
か
に
行

こ
う
と
す
る
と
き
大
変
な
の
が
車
を
ど
こ

に
止
め
ら
れ
る
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り

し
ま
す
。 

平
成
十
八
年
以
降
に
で
き
た
建
物
な
ら

駐
車
場
の
台
数
に
対
し
て
車
椅
子
専
用
？

駐
車
場
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
（
最
低
で
も
一
箇
所
は
設
置
義
務
が
設

け
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。）、
そ
う
い

う
建
物
な
ら
安
心
し
て
？
止
め
ら
れ
る
か

と
思
い
き
や
休
日
は
止
め
ら
れ
な
い
こ
と

の
ほ
う
が
多
か
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
も
あ
り
私
は
知
る
機
会
が
あ
っ
た
の

で
県
に
提
案
と
し
て
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ

ッ
ト
と
い
う
制
度
を
導
入
し
て
も
ら
え
た

ら
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ラ
ル
あ
り
き
で
考
え 

る
の
で
は
な
く
こ
う
い
う 

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で 

や
な
思
い
を
し
て
い
る
方 

（
当
事
者
が
障
害
者
用
駐 

車
場
に
止
め
て
い
る
と
き
に
睨
ま
れ
る
こ

と
）
が
救
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

寒
さ
も
ほ
っ
と
桜
の
花
も
待
ち
遠

し
い
今
頃
で
す
ね
。
私
ご
と
で
す
が

股
関
節
を
手
術
し
て
二
十
二
年
に
な

り
ま
す
。
い
つ
も
足
底
装
具
を
使
用

し
、
右
足
８
ミ
リ
短
く
昨
年
末
新
し

く
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
悪
い

と
思
い
長
い
間
使
用
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
無
理
は
だ
め
。
身
体
に
負
担

が
掛
か
る
と
の
事
。
皆
さ
ま
も
気
を

付
け
て
下
さ
い
ね
。 

今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
編
集
委
員
が
ん
ば
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

編
集
委
員 

荒
川

あ
ら
か
わ 

ス
イ(

茅
ヶ
崎
市)
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編

集

室

か

ら 

 
<4月> 
5日(日)  県障害者スポーツ大会[ボウリング](知的)  
      (湘南とうきゅうボウル) 
5日(日)  県障害者スポーツ大会[アーチェリー](身体)  
      (県総合リハビリテーションセンター) 
12日(日)  県身体障害者ボウリング大会 
      (湘南とうきゅうボウル) 
19日(日)  県障害者スポーツ大会[ＦＤ] 
      (秦野市中央運動公園) 
19日(日)  知的サッカー競技関東地区予選会 

 (綾瀬市スポーツ公園) 
21日(火)  身障かながわ編集委員会 
      (県社会福祉会館) 
24日(金)  肢体部会監事監査 
      (県社会福祉会館) 
<5月> 
10日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（身体） 
      (県立体育センター) 
12日(火)  社会参加推進協議会 
      (県社会福祉会館) 
14日(木)  肢体部会代議員会 

 (県社会福祉会館) 
上旬   県身連理事会 

      (県社会福祉会館) 
17日(日)  県障害者スポーツ大会[陸上]（知的） 
      (県立体育センター) 
25日(月)  第58回日本身体障害者福祉大会 
～26日(火) (宮崎県) 
下旬   県身連評議員会 

      (県社会福祉会館 

<6月> 
8日(月)  肢体部会社会見学 
～9日(火)  (静岡県) 
12日(金)  日身連関東ブロック団体長会議 
～13日(土) (東京都) 
14日(日)  肢体部会女性部教養講座・部長会議 
～15日(月) (伊豆潮風館) 
<7月> 
5日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 
      (さがみはらグリーンプール) 
12日(日)  県障害者スポーツ大会[卓球・STT] 
      (寒川総合体育館) 
16日(木)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 
24日(金)  関東ブロック身体障害者相談員研修会 
      (静岡市) 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６            

０４５－３１１－８７４４  
              [推進センター]  
        ＦＡＸ：０４５－３１６－６８６０  

http://kanagawa-kenshinren.or.jp 
☆ホームページアドレスが変更になりました。 
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